
防災シミュレーション防災シミュレ ション

アドバンスソフト技術セミナー

防災を目的としたシミュレーションの役割

時間・空間的な被害状況の予測

火災シミ シ

時間 空間的な被害状況の予測

火災シミュレーション
– 煙の拡散速度、範囲 →避難時の視覚に影響

有毒ガス（一酸化炭素）の拡散速度 範囲 →有毒ガスの人体への影響– 有毒ガス（一酸化炭素）の拡散速度、範囲 →有毒ガスの人体への影響

テロ対策シミュレーションテロ対策シミュレーション
– サリン等の化学剤の拡散速度、範囲 →化学剤の人体への影響

– 生物剤による二次感染の影響 →被災者の隔離、除染の必要性生物剤による 次感染の影響 被災者の隔離、除染の必要性

– 爆発による建物の損壊、爆風の影響範囲 →建物設計時の安全性評価
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Advance/EVE SAYFAとは

文部科学省 次世代IT基盤構築のための研究開発「革新的シミュレーションソフト
ウェアの研究開発」にてベースとなる「都市の安全・環境シミュレーションシステム
EVE SAYFA」が開発された。（弊社が開発を担当）

アドバンスソフト(株)は商用ライセンスを取得し同ソフトウェアによる産業界への貢
献を目的とし開発を継続している献を目的とし開発を継続している。

RM4
部屋RM4でサリンが散布されたケースでの
各部屋のサリン濃度変化
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二階建ての建物でのサリン拡散シミュレーション

ドーム状展示室の

大規模空間を対象とした
火災シミュレーション

ド ム状展示室の
煙層降下
シミュレーション

Advance/EVE SAYFAでできること

建物屋内や地下空間などの閉空間が対象

火災シミュレーション

テロによる危険物質拡散シミュレーション

RM4
部屋RM4でサリンが散布されたケースでの
各部屋のサリン濃度変化
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二階建ての建物でのサリン拡散シミュレーション

ドーム状展示室の

大規模空間を対象とした
火災シミュレーション

ド ム状展示室の
煙層降下
シミュレーション
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Advance/EVE SAYFAの構成

仮想ビルディングデータベース仮想ビルディングデ タベ ス

EVE SAYFA/VB制御 制御

三次元モデル 一次元マクロモデル

EVE SAYFA/3D

LESによる火災延焼・

EVE SAYFA/1D

換気・空気移動よる火災延焼
煙流動と
ガス拡散モデル

換気 空気移動
ネットワーク連成

設計・設備の最適化

火災シミュレーション火災シミュレ ション
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火災による被害の実態

「平成20年版 消防白書」より

解析事例１：大規模な国内の公共施設の火災シミュレーション

速度分布 温度分布 温度50℃の等値面

✦47万節点

✦Large Eddy Simulation (LES)

非常に大規模な建造物
幅65m×奥行き130m×高さ40m ✦Large Eddy Simulation (LES)

✦低マッハ数近似圧縮性流体

（温度差による浮力を考慮）

幅65m×奥行き130m×高さ40m
６階×２棟で吹き抜け空間あり
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解析事例２：個室の多い地下空間の火災シミュレーション

各個室の寸法：

出口

各個室の寸法：
幅1.5m×奥行3m

発火場所発火場所

火源にはティッシュ 広告紙などの可燃物火源にはティッシュ、広告紙などの可燃物
を入れたポリプロピレン製のごみ箱程度の
発熱速度（～50kW）を設定

開発事例：EVE SAYFAをベースとした火災シミュレータ

グラフィカルな操作ウィンドウ
シミュレーション手順を示すメニューボタン配置
計算の進行と同時に結果を逐次表示
計算途中でのインタラクティブな条件変更が可能

総務省 消防庁 消防大学校 消防研究センター 山田常圭様 ご提供
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開発事例：EVE SAYFAをベースとした火災シミュレータ

操作メニュー

各階の
表示表示

アイコン

図面

総務省 消防庁 消防大学校 消防研究センター 山田常圭様 ご提供

開発事例：EVE SAYFAをベースとした火災シミュレータ

計算結果の逐次表示計算結果の逐次表示

アイコンの
プロパティ設定

操作メニュー

操作メニ

火源条件の設定

操作メニュー

総務省 消防庁 消防大学校 消防研究センター 山田常圭様 ご提供
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有害危険物質拡散シミュレーション有害危険物質拡散シミュレ ション

テロの現状 -NBCRE災害-

Ｎ：核兵器 (Nuclear) 核テロ

→広島、長崎への原爆投下

Ｂ：生物兵器（Biological) バイオテロ

→感染症（鳥インフルエンザ）

Ｃ：化学兵器（Chemical） 化学テロ

→地下鉄サリン事件

Ｒ：放射能兵器（Radiological) 放射性物質テロ

Ｅ：高性能爆薬（Explosive) 爆弾テロ
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解析事例２：マクロモデルによる危険物質輸送解析

サリン（神経ガス）

分子量 140.09,   致死量 0.1～0.01 ppm

1.2E-03

サリン発生スケジュール

発生量 1mg/s（Room4 or Room6で発生）

空気流動は気象データ

（8月26日 6:00-18:00）

を用いた自然換気解析
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建物内外の圧力と空気流動の様子
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(a) Room4で発生した場合 (b) Room6で発生した場合

解析事例３：シアン化水素の輸送解析

Room２

Room１

１分後

Room２

Room１

７分後

1分後 7分後

ある公共施設の１階トイレからの
シアン化水素の発生を想定

Room３Room４

Room５

Room３Room４

Room５

Room６

シアン化水素の発生を想定

Room６

Room１

３分後

Room６

Room１

９分後

3分後 9分後

Room２

Room３Room４

Room２

Room３Room４

Room５

Room６

Room１

５分後

Room５

Room６

11分後5分後 11分後

Room２

Room３Room４

Room２

Room１

Room３Room４文部科学省 安全・安心科学技術

Room５

Room６

Room５

Room６

プロジェクト 平成２０年度
「有害危険物質の拡散被害予測と
減災対策研究」より
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文部科学省 安全・安心科学技術プロジェクト

「有害危険物質の拡散被害予測と減災対策研究」

避難計 立案

従来技術 本研究目標
新技術

本プロジェクトで開発

CBR被害予測 減災システム 避難計画立案
支援の実現

CBR被害予測・減災システム

屋内外拡散
予測システム

サブテーマ①②③

避難経路群プラナー

避難誘導
支援システム大気拡散

予測技術

避難計画
予測システム

入力 避難経路候補の
立案・簡易評価

マクロレベル
人流シミュレータ

避難経路
立案システム

評価結果

避難経路群プラナ

屋内換気
予測技術

統合

専門家による
判断・選択

ミク レベル

避難経路
候補 評価結果

避難経路候補
避難誘導
支援技術

統合

・避難経路の候補と
その評価ミクロレベル

人流シミュレータ

その評価

・避難誘導方法と
その評価

拡散実験技術

入力

避難経路候補の
詳細な評価

17
CADデータ GISデータ人口分布

Advance/EVE SAYFAによる防災シミュレーションの今後

1 避難シミュレーションとの連携1. 避難シミュレーションとの連携
• 煙や化学剤、生物剤濃度などの情報を人間の動きに反映

2. ３次元モデル＆マクロモデル連携解析
• 換気・空調系を考慮

3. 火災・テロの発災条件のデータベース化
• 火災の火源条件（可燃物の組成、発熱速度、燃焼反応式、煤発生率など）

• テロによる化学剤・生物剤発生条件（発生モデルなど）
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